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令和元年度(平成３１年度) 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【１ 結果の概要 】 義務教育課

◆ 調査の目的

１ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状
況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

２ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。
３ 上記の取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

◆ 調査の概要

１ 調査実施日 平成３１年４月１８日（木）
小学校第６学年、特別支援学校小学部第６学年２ 対 象 学 年
中学校第３学年、中等教育学校第３学年、特別支援学校中学部第３学年

３ 調 査 対 象 ２３５校（市町村立小学校２３３校、特別支援学校小学部２校）小学校：
１３０校（市町村立中学校１２４校、県立学校３校、中学校：

特別支援学校中学部３校）
※ 国立・私立学校も参加しているが、示しているのは、県内の公立小・中学校、特別支援学校の結果のみである。

◆ 宮崎県の公立小・中学校の学力調査結果の概要

１ 平均正答数

○ 小学校第６学年

合 計教科 国 語 算 数
〔問題数〕 〔１４問〕 〔１４問〕 〔２８問〕

年度

宮 崎 9.0 9.0 18.0

Ｈ３１ 全 国 8.9 9.3 18.2

-0.3 -0.2全国との差 0.1

○ 中学校第３学年

合計教科 国 語 数 学 英 語
〔問題数〕 〔１０問〕 〔１６問〕 〔２１問〕 〔４７問〕

年度

宮 崎 7.1 9.5 11.5 28.1

Ｈ３１ 全 国 7.3 9.6 11.8 28.7

-0.2 -0.1 -0.3 -0.6全国との差

「 「 」 」、「 「 」平成３０年度まで Ａ問題：主として 知識 に関する問題 Ｂ問題：主として 活用
に関する問題」として出題されていたが、平成３１年度より「知識」と「活用」を一体的に
問う調査問題となった。
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２ 平均正答率(都道府県別の平均正答率は、文部科学省が整数値で公表)

○ 小学校第６学年

合 計

100%換算
年度 教科 国 語 算 数 合 計

宮 崎 64 64 128 64.0
Ｈ３１

全 国 63.8 66.6 130.4 65.2

○ 中学校第３学年

合 計

100%換算
年度 教科 国 語 数 学 英 語 合 計

宮 崎 71 59 55 185 61.7
Ｈ３１

全 国 72.8 59.8 56.0 188.6 62.9

◆ 宮崎県の結果の概要

【小学校】
〈県全体〉 平均正答数の全国との差を教科別に見ると、国語については、全国平均をやや

上回り、算数については、全国平均をやや下回っている。

【中学校】
〈県全体〉 平均正答数の全国との差を教科別に見ると、国語、数学、英語の３教科とも、

全国平均をやや下回っている。

※ 過年度の調査結果については 「宮崎県教育研修センター」のトップページにある 「調査・研、 、
究」の「全国学力・学習状況調査」を参照ください。

※ 調査結果は学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面であります。
「平成３１年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領」より
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令和元年度(平成３１年度) 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【２ 小学校国語の結果概要 】 義務教育課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）

小学校国語（１４問）

※棒グラフが宮崎県の正答数分布、折れ線グラフが全国の正答数分布（横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率
※ 太字が宮崎県の平均正答率 （ ）の中は、全国の平均正答率、下段は全国との差、

領 域 国 語 問題形式 国 語

(72.3) (75.1)話すこと 72.2 73.9
選択式

聞くこと －0.1 －1.2

(54.5) (48.7)53.6 51.0
書くこと 短答式

－0.9 ＋2.3

(81.7) (57.6)81.2 59.0
読むこと 記述式

－0.5 ＋1.4

(53.5)55.5
言語事項

＋2.0

◆ 小学校国語の設問別結果概要（全国平均との比較）

【話すこと・聞くこと】
○（３三） 話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまとめる問題
●（３二） 目的に応じて質問を工夫する問題

】【書くこと
○（１三） 目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書く問題
●（１一） 図表やグラフなどを用いた目的を捉え、適切なものを選択する問題

】【読むこと
○（２二） 目的に応じて、本や文章全体を概観して効果的に読み、読むページとして適切な

ものを選択する問題
●（２一） 目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを的確にしながら読み、

その理由として適切なものを選択する問題
】【言語事項

○（１四） 文と文との意味のつながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて書く問題
●（１四） 文の中で漢字を使う問題

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの
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令和元年度(平成３１年度) 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【３ 小学校算数の結果概要 】 義務教育課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
小学校算数（１４問）

※ 棒グラフが宮崎県の正答数分布、折れ線グラフが全国の正答数分布（横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率 （ ）の中は、全国の平均正答率、下段は全国との差、

領 域 算数 問題形式 算数

(63.2) (75.7)60.9 74.7
数と計算 選択式

－2.3 －1.0

(52.9) (72.8)49.2 70.2
量と測定 短答式

－3.7 -2.6

(76.7) (47.4)76.0 44.3
図形 記述式

－0.7 -3.1

(68.3)65.4
数量関係

－2.9

◆ 小学校算数の設問別結果概要（全国平均との比較）

【数と計算】
○３（３） 示された計算の仕方を解釈し、かける数やわる数を選び、計算しやすい式にして

計算する問題
加法と乗法の混合した整数と小数の計算をする問題●２（４）

●４（２） 示された場面において、複数の数量から必要な数量を選び、立式する問題

【量と測定】
資料の特徴や傾向を関連付けて、一人当たりの水の使用量の増減を判断し、その●２（３）

理由を記述する問題

【図形】
○１（１） 長方形を直線で切り、図形の中から台形を選ぶ問題
（ ） 、 、 、 、●１ ２ ２つの合同な台形をずらしたり 回したり 裏返したりして 他の図形をつくり

その図形を選ぶ問題

【数量関係】
水の使用量について、何倍か読み取る問題●２（２） 棒グラフから、

●２（３） 資料の特徴や傾向を関連付けて、一人当たりの水の使用量の増減を判断し、その
理由を記述する問題

※ ○は全国と比べできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの
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令和元年度(平成３１年度) 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【４ 中学校国語の結果概要 】 義務教育課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）

中学校国語（１０問）

※棒グラフが宮崎県の正答数分布、折れ線グラフが全国の正答数分布（横軸：正答数、縦軸：生徒の割合）

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率
※ 太字が宮崎県の平均正答率 （ ）の中は、全国の平均正答率、下段は全国との差、

領 域 国 語 問題形式 国 語

(70.2) (73.6)話すこと 68.2 72.0
選択式

聞くこと －2.0 －1.6

(82.6) (56.8)81.5 50.5
書くこと 短答式

－1.1 －6.3

(72.2) (76.5)70.8 74.7
読むこと 記述式

－1.4 －1.8

(67.7)63.2
言語事項

－4.5

◆ 中学校国語の設問別結果概要（全国平均との比較）

【話すこと・聞くこと】
●（２三） 話合いの流れを踏まえ 「どうするか決まっていないこと」について自分の考えを、

書く問題
】【書くこと

●（３二） 広報誌の一部にある情報を用いて、意見文の下書きに「魅力」の具体例を書き加
える問題

】【読むこと
「みんなの短歌」に掲載されている短歌の中から一首を選び、感じたことや考え○（１三）

問題たことを書く
●（１二） 「海外に広がる弁当の魅力」で述べられている、弁当の魅力として適切なものを

選択する問題
】【言語事項

●（１四） 「声の広場」への投稿を封筒で郵送するために、投稿先の名前と住所を書く問題

○ 無解答の児童は全国平均よりもやや少ない。

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの
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令和元年度(平成３１年度) 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【５ 中学校数学の結果概要 】 義務教育課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
中学校数学（１６問）

※ 棒グラフが宮崎県の正答数分布、折れ線グラフが全国の正答数分布（横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率 （ ）の中は、全国の平均正答率、下段は全国との差、

領 域 数 学 問題形式 数 学

(63.8) (60.3)63.2 60.0
数と式 選択式

－0.6 －0.3

(72.4) (66.6)70.0 66.8
図 形 短答式

－2.4 ＋0.2

(40.8) (47.1)41.0 45.3
関 数 記述式

＋0.2 －1.8

(56.3)57.5
資料の活用

＋1.2

◆ 中学校数学の設問別結果概要（全国平均との比較）

【数と式】
○１ 数の集合と四則計算の可能性について考察する問題
●９(1）与えられた説明を振り返って考え、式変形の目的を捉える問題
●９(3) 統合的・発展的に考察し、得られた数学的な結果を事象に即して解釈する問題

【図形】
●３ 平行移動の意味を理解し、図形移動の特徴を捉える問題
●７(3) 結論が成り立つための前提を考え、新たな事柄を見いだし、説明する問題

【関数】
○４ 反比例の表から、 と の関係を式で表す問題ｘ ｙ
●６(2) 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明する問題

【資料の活用】
○８(1) 資料を整理した表から最頻値を読み取る問題
●８(3) 問題解決をするためにどのような代表値を用いるべきかを判断する問題

※ ○は全国と比べできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの
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令和元年度(平成３１年度) 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【６ 中学校英語の結果概要 】 義務教育課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
中学校英語（２１問）

※ 棒グラフが宮崎県の正答数分布、折れ線グラフが全国の正答数分布（横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率 （ ）の中は、全国の平均正答率、下段は全国との差、

領 域 英 語 問題形式 英 語

(67.9) (71.4)66.3 71.1
聞くこと 選択式

－1.6 －0.3

(55.6) (45.2)55.8 41.2
読むこと 短答式

＋0.2 －4.0

(45.8) (6.8)43.5 5.5
書くこと 記述式

－2.3 －1.3

◆ 中学校英語の設問別結果概要（全国平均との比較）

【聞くこと】
●〔1-(3)〕 外国人の先生と女子生徒の会話を聞いて、その内容を最も適切に表している絵

を選択する問題
○〔1-(4)〕 家での会話を聞いて、その内容を最も適切に表している絵を選択する問題

】【読むこと
●〔6〕 発表活動のためにまとめられた100円ショップについての文章を読んで、話の

流れを示すスライドとして最も適切なものを選択する問題
○〔5-(2)〕 ある状況を描写する英文を読んで、その内容を最も適切に表している絵を選択

する問題

】【書くこと
●〔9-(2)①〕 与えられた英語を適切な形に変えたり、不足している語を補ったりするなどし

て、会話が成り立つように英文を書く問題
●〔9-(3)③〕 与えられた情報に基づいて、ある女性を説明する英文を書く問題
○〔9-(1)①〕 文中の空所に入れる接続詞として、最も適切なものを選択する問題

○ 全問題において、無回答率は全国平均と同等か低い。

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの
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令和元年度(平成３１年度) 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【７ 小学校の具体的な問題例 】 義務教育課

【小学校国語】

○ 文と文の意味のつながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて書くことについては良
好である。

１ 四（２） 「言語についての知識・理解・技能」

■正答例及び誤答例
正答率 無答率１

宮崎 50.8% 9.1%
全国 47.8% 11.3%四

●正答例
「思いました（。そこで ）わたしは 」、 、
「と思います（。そこで ）わたしは 」、 、
●誤答例
「 （。 、） 」にしました そこで 実際に町を
などのように、２つの内容に分けて書く
箇所を正しく理解することができていな
い。
「ったので （。そこで ）わたしは 」、 、 、
などのように、２つの内容に分けて書き
直す箇所については、理解しているもの
の 【報告する文章】にふさわしい表現に、
書き直すことができていない。

■学習指導にあたって
文章を書く様々な機会を捉えて、文脈に沿って接続語の役割を理解するとともに、接続語

を使って文を分けて書く指導を工夫することが大切である 「文と文との意味のつながりに気。
を付けて分けているか 」という視点をもとに、書き直す前と後の文を比べ、接続語を使って。
複数の文に分けて書き直すことで、伝えたいことがより明確になったという実感をもつこと
ができるようにすることが大切である。

○ 学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができるかについて、課
題がある。

１ 四（１） 「言語についての知識・理解・技能」
■正答例及び誤答例

正答率 無答率１
宮崎 30.5% 3.5%
全国 35.6% 4.9%

四

●正答例
「関心」

●誤答例
「感心 「関新」」
誤答例については、正答の「関心」と同音

異義語の「感心」との意味の違いを捉えるこ
とができておらず、文脈の中での使い分けが
できなかったと考えられる。

■学習指導にあたって

【
報
告

高
橋
さ
ん
は
、
読
み
手
に
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、

す
る
文
章
】
の

の
文
を
二
つ
の
文
に
分
け
て
書
き
直
す

こ
と
に
し
ま
し
た
。
文
と
文
を
つ
な
ぐ
言
葉
に
は
「
そ
こ
で
」
を
使

い
ま
す
。
書
き
直
し
た
一
文
目
の
終
わ
り
の
五
文
字
と
、
二
文
目
の

「

、
」

。

、

（
、
）

そ
こ
で

に
続
く
五
文
字
を
書
き
ま
し
ょ
う

な
お

読
点

も
字
数
に
含
み
ま
す
。

高
橋
さ
ん
は
、
習
っ
て
い

る
漢
字
が
ひ
ら
が
な
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と

に
気
が
つ
き
、
書
き
直
す
こ

と
に
し
ま
し
た

【
報
告
す
る

。

文
章
】
の

部
の
ひ

ら
が
な
を
、
漢
字
で
て
い
ね

い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
調
査
を
し
て
知
っ

た
こ
と
を
、
学
級
の
友
達
に、

限
ら
ず
多
く
の
友
達
に
伝
え

公
衆
電
話
に
つ
い
て
、

か
ん
し
ん
を
も
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

漢字の学習指導にあたっては、日常的に文や文章の中で適切に使うことができるよう

にすることが大切である。そのためには、新出漢字を読み方や字形に注意して繰り返し

練習することにとどまらず、自分が書いた文章を見直す中で、漢字のもつ意味を考えな

がら、文や文章の中での正しい使い方を習得できるようにすることが大切である。

平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査 報告書 小学校国語 P35より
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○ 目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読むことができる
かどうかについては課題がある。

２ 一（１） 「読む能力」

■正答例及び誤答の視点 ■学習指導にあたって
正答率 無答率１

宮崎 78.1% 0.7%四
全国 80.7% 1.4%

●正答例
３

●誤答の視点
資料の「◆保存のふしぎ」について、記

述してある食べ物の保存に関わる水分と細
菌との関係を十分に捉えることができなか
ったと考えられる。

○ 目的に応じて、質問を工夫することができるかどうかについては課題がある。

■正答例及び誤答例３ 二 「言語についての知識・理解・技能」
正答率 無答率１

宮崎 30.5% 3.5%
全国 35.6% 4.9%

四

●正答例
３

●誤答の視点
「他に、どのような思いや考えをも

って、五十年間仕事を続けてきたので
すか 」という質問に答えることが難し。
いと感じている大谷さんの状況を捉え
ることができなかったと考えられる。

■学習指導にあたって

自分の知識や経験、考えなど

と関係付けながら読み、必要な

情報を取捨選択したり、整理し

たり、再構築したりして、理解

したことをまとめることが大切

である。

日常の授業において、「質問の仕方」を

技能として学ぶだけでなく、「何のため

に、どのような情報を聞き出したいのか」

といった目的を明確にしてインタビューを

したり、児童の「知りたい」という思いを

大切にしたりしながら単元計画を作成して

いくことが大切である。

平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査 報告書 小学校国語 P52より
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【小学校算数】

● 図形の性質や構成要素に着目し、図形をずらしたり、回したり、裏返したりすることで、ほ
かの図形を構成することについて課題がある。

■ １ (2) 数量や図形についての技能 ■ 正答 、 、 と解答しているもの１ ３ ４

正答率 無答率 ● 分析結果と課題１

図形の構成や辺の長
宮崎 56.8％ 0.5％ さに着目することがで

(2) きていないことが考え
全国 60.3％ 0.6％ られる。

■ 学習指導に当たって
図形の性質や構成要素に着目して、基本的な平面図・

形を組み合わせて構成した図形を考察することができ
るようにする。

平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査
報告書 小学校算数 Ｐ25より

● 加法と乗法の混合した整数と小数の計算をすることについて課題がある。

７■ ２ (4) 数量や図形についての技能 ■ 正答

正答率 無答率 ● 分析結果と課題２

、乗法を先に計算せず
宮崎 56.7％ 1.0％ 6＋0.5から計算してい

(4) ると考えられる。
全国 60.1％ 1.0％

■ 学習指導に当たって
・ 計算の順序についてのきまりを確実に理解できるよ
うにする。

□ 色板など具体物を操作しながら図形を構成したり、

分解したりして、図形についての見方や感覚を豊かに

することが重要である。

□ 指導に当たっては、本設問を用いて、示された四つ

の図形に当てはめるなどして、図形の中に、二つの合

同な台形に分けることができる線を見いだすことがで

きるようにすることが大切である。

□ 実際に２枚の合同な合同な台形を用いて、ずらした

り、回したり、裏返したりすることで示された四つ図

形ができるかどうかを確かめることも大切である。

□ 単に暗記するのではなく、具体的な場面と関連

付けながら比較する活動が考えられる。計算の順

序を誤ると式の意味が異なることに気付くことが

できるようにすることが大切である。

平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査 報告書 小学校算数 P40より
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二つの棒グラフから資料の特徴や傾向を読み取り、それらを関連付けて、一人当たりの水の使用●
量の増減を判断し、判断の理由を言葉や数を用いて記述することについて課題がある。

■ ２ (3) 数学的な考え方

■ 正答 （わけ）省略１

２ 正答率 無答率

宮崎 44.3％ 1.8％
(3)

全国 52.1％ 2.0％

● 分析結果と課題
市全体の水の使用量が変わらないこと

と、市の人口が増えていることを関連付け
ることができず、市全体の水の使用量が変
わらないことから、一人当たりの水の使用
量も変わらないと判断していると考えられ
る。

■ 学習指導に当たって
・ 複数の資料の特徴や傾向を関連付け、一つの資料からは判断することができない事柄について
判断することができるようにする。

平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査 報告書 小学校算数 Ｐ37より

□ 目的に応じて、必要な資料を収集し、複数の資料の特徴や傾向かを関連付け、一つの資料から

判断することができない事柄について判断することができるようにすることが重要である。

一人当たりの水の使用量はどのように求めることが□ 指導に当たっては、本設問を用いて、

するなどして、市全体との水の使用量と市の人口について、それぞれの資できるのかを確認

料の特徴や傾向を関連付けて考察する必要があることに気付くことができるようにすること

が大切である。

ある量の水を２人で分けるときよりも３人で分けるときの方が一人分の水の量は減るとい□

などして、市全体の水の使用量は変わらないことと市の人口は増えった簡単な場合を基に考える

ていることを関連付け、一人当たりの水の使用量が減っていると判断することができるようにするこ

とが大切である。
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令和元年度(平成３１年度) 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【８ 中学校の具体的な問題例 】 義務教育課

【中学校国語】

○ 「文章に表れているものの見方や考え方」について，自分の考えをもつ 。問題は良好である

１ 「短歌の中から一首を選び，感じたことや考えたことを書く」

■正答例

正答率 無答率１
宮崎 91.4% 1.1%
全国 91.2% 1.7%三

●誤答例
「背筋伸ばして」という表

現から、緊張しながら先生を
待っている様子が想像できま
す。よい短歌だと思います。

想像するところまでは到達し
ているが、想像した内容につ
いて「よい」と表現している
だけで、自分が感じたことや
考えたことを具体的に考えて
いません。

「新しい」と「背筋伸ばして始まりを待つ」という表現から、新年度の最初の授業の始まりを、期待と不

安とが混ざった気持ちで待っている様子が想像できます。新年度を迎えると、皆気持ちを引き締めたり、決意

を新たにしたりするものです。

５月に実施した「学力向上連絡協議会」で説明した内容のとおりです。ホームページにアップし

ている資料の１部を下に示しています。「ポイント」として６点示していますが、特にポイント⑤

についてアウトプットする力を高めていくことが必要です。

PISA2018の調査結果分析によると、「自由記述形式の問題において、自分の考えを根拠を示して
説明することに、引き続き課題があり、誤答には、自分の考えを他者に伝わるように記述できず、

問題文からの語句の引用のみで説明が不十分な解答となるなどの傾向が見られる。」ことが明らか

になっております。

本調査においては、宮崎の子どもたちの正答率が全国平均よりもやや高くなっています。このこ

とは、先生方が授業においてアウトプットする場面を多く設定されている効果であると言えます。

今後とも引き続き、自分の考えを根拠を示して説明する場面を意図的に単元のまとまりの中で組

み込まれることを期待しています。

国語科で推敲する場合には、消しゴ

ムを使わずに、二重線で消したり、

文字を書き加えたりします。日常の

授業で取り扱う指導方法がそのまま

調査で生かされている点は注目すべ

きところです。

-12-



● 封筒の書き方を理解して書くなどの基本的な知識の習得に課題がある。

１ 四 「投稿を封筒で郵送するために，投稿先の名前と住所を書く」

■正答例
正答率 無答率１

宮崎 50.5% 6.5%
全国 56.8% 5.6%四

●誤答例
投稿先の名前と住所の正し

い内容が書かれていない。
楷書を使って正確に書かれ

ていない。
縦書きで書かれていない。

※ 正答にはなっているもの
の、文字の大きさや配字が
適切とは言えないものが多
く見られる傾向にある。

※ 平成24年度に同様の問い
（葉書の書き方）が出題さ
れており、正答率は74.2%
と今回よりも17.4ポイント
高くなっている。

書くこと「依頼状やお礼状を書こう」の指導計画例□
時 主な学習内容及び学習活動 時間 評価計画

１ 手紙の書き方、メール作成の仕方に ○ 手紙の基本的な形式について理解する
ついて大体をつかむ。 ことができる。第１時 １時間
２ 職場体験学習の事業所に依頼すべき ○ 依頼文に必要な情報を取り出し、整理
情報をワークシートに整理する。 することができる。
３ 相手を意識して、職場体験学習の事 ○ 適切な言葉遣いや表現の方法を理解す

第２時 １時間
業所へ依頼文を書く。 ることができる。
４ 依頼文を推敲する。 ○ 手紙の基本的な形式、適切な言葉遣い

、 、第３時 ５ 宛名の書き方を確認し、依頼文を清 １時間 や表記の仕方を踏まえ 文章を書き改め
書する。 清書することができる。

中学校では、日常生活から社会生活への広がりが

出てくることが国語科の特徴の一つといえます。さ

らに、高等学校では、生涯にわたる社会生活にまで

広がっていきます。

日常生活において、手紙（葉書や年賀状を含む）

を書く機会が少なくなっていますが、現代社会にお

いては、書類を郵送する機会は引き続き多く存在し

ます。

この数年間で宛名書きの正答率が大きく落ち込ん

だ事実からも、今後「書写」を扱う際には、「生活

に活かすこと」を意識する必要があります。

生活につながる書写の能力を身に付けるための方策は？

はがきの表書きの指導においては、宛名（敬称を含む）と宛先、自分の名前と住所を書く位置について

正しく理解させる必要があります。その上で、紙面と字数との関係を考えて文字の大きさや配列を判断す

るとともに、字形を整えて丁寧に書く指導が大切です。

社会生活において、お礼の手紙などを手書きで作成することが多いことを踏まえて、直筆で書くことの

効果や注意点を考えさせることが重要です。下の指導計画のように、文章を書く指導と書写とをつなげて

計画することも有効です。

授業においては、手紙・葉書の書き方の指導と

ともに、その歴史に触れたり、形式に込められた

相手への敬意などについても意識させたりしなが

ら指導することが大切です。その際、実際に手紙

・葉書を投函することを含めた学習活動を設定す

ることも効果的です。

なお、手紙・葉書の歴史については、左のよう

な郵便局のウェブサイト等が活用できます。

郵便の豆知識ウェブサイト https://www.schoolpost.jp/lesson/knowledge01.html
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【中学校数学】

● 図形の性質を考察する場面において、次のことができるかどうかについて課題がある。
・ 図形の移動の特徴を的確に捉えること ・ 平行移動の意味を理解していること

７■ ３ 数量や図形などについての知識・理解 ■ 正答

正答率 無答率３

宮崎 80.9％ 0.5％

全国 83.6％ 0.7％

● 分析結果と課題
移動の前・後の図形の対応する点を正しく

捉えることができていない。

■ 学習指導に当たって
移動前後の図形を比較して２つの図形の関係を読み取ることができるようにする。・

日常の事象の特徴を、図形の移動を用いて的確に捉えることができるようにする。・

平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査 報告書 中学校数学 Ｐ26より

、 、 。● 結論が成り立つための前提を考え 新たな事柄を見いだし 説明することができるかどうか

省略■ ７ (3) 数学的な見方や考え方 ■ 正答

正答率 無答率 ● 分析結果と課題７

結論ＡＦ＝ＣＥを、
宮崎 49.7％ 17.0％ 前提として考えている

(3) 誤答例があった。
全国 53.3％ 17.6％

■ 学習指導に当たって
・ 結論が成り立つための前提を考え、見いだした事柄
を数学的に表現できるようにする。

□ 万華鏡の模様を観察することを通して、同じような模様がいくつも並んでいることから、

万華鏡の中をのぞいたときに見られる模様が合同な図形を敷き詰めてできていると捉えるな

どして、数学の舞台にのせて考察しようとすることが大切である。

（参考）平成29年度【中学校】授業アイディア例 Ｐ9～Ｐ10

□ 与えられた事柄や予想した事柄が成り立つかどう

かを、具体例をあげて調べる活動を通して、結論g

成り立つ前提を考え、見いだした事柄を数学的に表

現できるように指導することが大切である。

□ 正方形以外の四角形について例をいくつかあげ、

△ABF≡△CBEであれば、ＡＦ＝ＣＥ成り立つことを

確認する場面を設定することが考えられる。

（参考）H31【中学校】授業アイディア例 Ｐ9～Ｐ10

□ 図形を構成している点に対応する点を確認し、線分の長さに着目し、それらがすべて等し

いことから、対応する点が一定の距離だけ移動していることを確認する場面を設定すること

が考えられる。

平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査 報告書 小学校国語 P43より
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● 与えられた説明を振り返って考え、式変形の目的を捉えることができるかどうか。

２ ＋３ ３■ ９ (1) 数学的な見方や考え方 ■ 正答 ① ②ｎ

９ 正答率 無答率

宮崎 54.2％ 7.7％
(1)

全国 57.4％ 9.5％

● 分析結果と課題
３（２ ＋３）を「中央の奇数の３倍でｎ

ある」ことを捉えることができなかったと
考えられる。

■ 学習指導に当たって
・ 文字式を用いた説明を読み、式変形の目

。的を的確に捉えることができるようにする

※ 平成31年度（令和元年度）全国学力・学習
状況調査 報告書 中学校数学 Ｐ58より

● 統合的・発展的に考察し、得られた数学的な結果を事象に即して解釈することができるかど
うか。

■ 本問 ９ の学習指導に当たって

数学の事象から問題を見いだし、数学的な推論などによって問題を解決し、解決の過程や結果を
振り返って、数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察することができるようにする
ことが大切である。

例えば、本問 ９ のように、連続
する３つの奇数の和、連続する５つ
の奇数の和、連続する４つの奇数の
和について、中央の数を用いること
で連続する奇数の個数が奇数個であ
ろうと、偶数個であろうとも、同じ
ように成り立つ事柄を見いだし、統
合的に考察することが大切である。
さらに、対象にする数を奇数にとど
まらず整数にまで拡張して統合的・
発展的に考察することも考えられ
る。

※ 平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査 報告書 中学校数学 Ｐ63より

□ 説明すべき事柄「連続する３つの奇数の和

は、中央の奇数の３倍である。」と照らし合わ

せて式変形の目的を説明する活動を取り入れ

６ ＋９が連続ることが考えられる。その際、 ｎ

ｎする３つの奇数の和であることや３（２

＋３）が６ ＋９を変形したものであるこｎ

、「 」、とに着目し なぜ３×□の形にするのか

「何の３倍になっているのか 「２ ＋３」、 ｎ

は何を表しているか」などを確認すること

が大切である。
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【中学校英語】

● まとまりのある英文を読んで、話のあらすじを理解することができるかどうかをみる問題に
は課題がある。

設問６

■正答 ４

正答率 無答率４

宮崎 60.1% 0.3%(1)
全国 62.9% 0.4%

●誤答例
１と回答 (14.8%)
２と解答（16.4%）
３と解答（ 8.3%)

学習指導に当たって

日常的な話題に関する説明やエッセイ、物語などを読んで話のあらすじを読み取ることがで
きるようにする。

○ 説明文やエッセイ、物語など、まとまりのある文章のあらすじを読み取る際には、文章全体を通して、段
落相互の関係を考えながら読むことが大切である。指導に当たっては、読みやすい部分を手掛かりにし
ながら、読みづらい部分についても、推測して読み進めていくようにしたい。また、文章を読むことに慣れ
させるためには、教科書や他の題材を数多く読ませることが必要である。

具体的な指導としては、以下のような活動が考えられる。
・ 文章全体や段落ごとにタイトルを付ける活動
・ 話の内容を数文の英語でまとめる活動
・ 説明文を読み、手順などを整理する活動
・ 物語を読み、起きた出来事を順に整理する活動

平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査 報告書 中学校英語 Ｐ42より

誤答について
誤答例の１は、many100-yen shopsという表現をとらえ
て、第１段落が「店舗数」に書かれた段落だと読み違え
たり、誤答例の２は、World War Ⅱという表現のWorldと
いう語をとらえて、第２段落が「世界の１００円ショップ」に
ついて書かれた段落であると読み違えたりするなど、一
つ一つの段落に書かれている要旨が読み取ることがで
きていないものと考えられる。
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● 与えられた情報に基づいて、一般動詞の３人称単数現在時制の否定文を正確に書くことがで
きるかどうかをみる問題については課題がある。

設問９（３）③

（３）次の表の①から③は、ある女性に関する現在の情報を示しています。これ
らの情報を用いて、彼女について説明する英文をそれぞれ書きなさい。

① 出 身 Australia

② 住んでいる都市 Rome

③ ペット（pet）の有（○）無（×） ×

■正答
○ 与えられた情報に基づいて一般動詞の３人称単数現在時制の否定文を正確に書いているもの
（正答例） ・She doesn't have any pets. ・She has no pets.

正答率 無答率
宮崎 30.8% 9.8%

9(3)③
全国 37.3% 10.5%

●誤答例
誤答例１ (20.9%) ・She don't has pet. ・She don't have a pet.

・She doesn't has a pet.
誤答例２（28.0%） ・She has a pet. ・She is not pet. ・I have not pet.

学習指導に当たって

語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くことができるようにする。

○ 言語材料を正しく用いて、伝えたい内容が読み手に伝わるように正確に文を書くことができるように指
導することは大切である。その際、特定の言語材料のみを用いて文を書かせるだけではなく、コミュニ
ケーションの目的や場面、状況のある言語活動において、様々な個別の知識を活用させて文を書かせ
ることを授業の中に位置付けるようにしたい。また、生徒の誤りについて生徒自身に考えさせるなどの
指導を繰り返すことを通して、学習内容の理解が深まり、実際のコミュニケーションにおいて活用できる
程度の技能を身に付けることにつながることを指導者として意識することが重要である。

具体的な指導としては、次のような活動が考えられる。
・憧れの人物や友達紹介など、３人称を扱った言語材料を聞いたり、読んだり、話したり、書いたりして様
々な場面で繰り返し使用する活動
・生徒同士で書いたものを互いに読み合い、誤りに気付き、修正を加える活動
・「ローマ出身です。」のように、日本語では省略される傾向にある主語が何であるかを考える活動
・「誰が？どうするの？どこに？」のような教師の発問を通して、英文を書く際に基本的な文や文構造を確
認する活動

平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査 報告書 中学校英語 Ｐ60より

誤答について
誤答例１は、正しく主語を選択し、一般動詞の否定文を書くことは理解できている
が、３人称単数現在時制であることを踏まえて、適切に動詞を活用させて文を書くこ
とができていないものと考えられる。
誤答例２は、問題の指示文を正しく理解できていないか、主語の選択や動詞
の活用形など、基本的な語や文法事項等を理解して文を書くことができていな
いと考えられる。
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令和元年度(平成３１年度) 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【９ 児童生徒の生活習慣に関する概要 】 義務教育課

◆ 児童生徒質問紙における「生活習慣」に関する主な項目の全国との比較

児童生徒質問紙における「生活習慣」に関する項目（ 当てはまる 「どちらかといえば当ては「 」、

まる」を肯定的な回答）について、本県と全国の状況を比較し、児童生徒の割合が全国平均を上回

る主な質問を中心に示しています。

小学校 中学校
内 容

宮崎 全国 差 宮崎 全国 差

92.8 91.6 1.2 95.1 92.8 2.3毎日，同じくらいの時刻に起きていますか

95.4 95.3 0.1 94.5 93.1 1.4朝食を毎日食べていますか

86.7 83.8 2.9 74.9 70.5 4.4将来の夢や目標を持っていますか

74.9 66.1 8.8 74.5 69.8 4.7
普段（月～金 、１日当たりどれくらいの時間、勉強を）
しますか（１時間以上）

77.1 77.4 -0.3 79.1 76.4 2.7
家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について
話をしますか

73.8 71.5 2.3 51.9 50.4 1.5家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか

70.2 68.0 2.2 53.8 50.6 3.2今住んでいる地域の行事に参加していますか

54.9 54.5 0.4 43.2 39.4 3.8
地域や社会で起こっている問題や出来事に関心があり
ますか

93.0 92.3 0.7 96.6 96.2 0.4学校のきまりを守っていますか

18.2 19.0 -0.8 11.8 12.7 -0.9新聞を読んでいますか（週に１回以上）

学校の授業時間以外に、普段（月～金 、１日当たりど）
20.3 18.3 2.0 13.3 12.4 0.9れくらいの時間、読書をしますか（教科書や参考書，

漫画や雑誌は除く （１時間以上））

◆ 児童質問紙の結果概要（全国平均との比較）

生活については 「毎日、同じくらいの時刻に起きている 「朝食を毎日食べている」など、多、 」

、 。くの項目で全国平均を上回っており 望ましい生活習慣を身に付けている児童生徒の割合が高い

「週に１回以上、新聞を読んでいる」と回答している小・中学生の割合は、全国平均を下回っ

ているが、中学校では昨年度に比べて増加傾向にある。また 「１日当たり１時間以上読書をして、

いる」と回答している割合も増加傾向にあり、新聞や読書の習慣に関する項目について改善が見

られる。

、 、 、 、学習状況調査の解答時間については 小学校の国語以外では 全国平均を下回っており 今後

速く正確に読み取る指導を組織的に取り組んでいく必要がある。
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